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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

学校教育指導課　指導担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 学校支援・地域連携事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (1) 地域の教育資源を活用した教育活動の推進

目標・目的
学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで児童・生徒の心身の健や
かな育成を図ります。また、地域の教育資源を生かした様々な教育活動
をとおして、より質の高い学びの実現を図ります。

事業内容

「茅ヶ崎市教育基本計画」に基づき、学校支援・地域連携事業等を生か
した地域との連携を軸にした教育活動の実施、及びふれあい教育推進事
業、中学校部活動指導協力者の派遣、読書活動協力者の派遣、学校運営
協議会（コミュニティ・スクール）の活用を推進します。

活動指標 計画の実施

目標 事業実施 事業実施 計画の実施
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 事業実施 事業実施 計画の実施

「茅ヶ崎市教育基本計画」に基づき、地域との連携を軸にした教育活動の実施及び指導協力者の派遣等を推進しま
した。

　「地域とともにある学校づくり」の推進に向けて、令和７年度は新たに小・中合同の２協議会を含む小学校７
校、中学校６校の計１３校に学校運営協議会を設置し、これをもって全市立小・中学校がコミュニティ・スクール
となりました。
　学校支援・地域連携事業については、小・中学校２校を実践研究校に指定し、研究を推進するとともに、担当者
連絡会を開催し、湘南三浦教育事務所指導主事から今後のコミュニティ・スクールの推進に向けた講話、及び学校
運営協議会既設置校による実践報告を行いました。
〇実践研究校による学校・家庭・地域社会の望ましい連携の在り方についての研究
・小学校：小和田小学校、中学校：萩園中学校
〇令和７年度第１回学校支援・地域連携担当者連絡会　６月１６日（月）
・講話：「つながりは○○　～やってみたい探し～」　講師　湘南三浦教育事務所　指導主事
〇令和７年度第２回学校支援・地域連携担当者連絡会　２月２５日（水）
・学校支援・地域連携実践研究校による実践報告
　令和６・７年度地域学習の取組　小和田小学校・萩園中学校

・ふれあい教育推進事業については、小学校１８校、中学校１１校で福祉体験学習や農業体験学習、文化芸能体験
等が実施された旨、報告を受けました。
・中学校部活指導協力者派遣事業については、市内中学校に延べ２，６００回の指導協力者の派遣を行いました。
・中学校部活動指導協力者研修会：５月９日（金）、１０日（土）対面・オンラインのハイブリッド開催。両日参
加できなかった方々は、アーカイブにより受講していただきました。
・読書活動指導協力者者派遣事業については、小学校１９校に読書活動指導協力者の派遣を行うとともに、連絡会
を通して情報交換等を行い、各学校の状況を把握しました。
・読書活動指導協力者連絡会：９月１日（月）に開催し、児童一人一人がより効果的な読書活動を展開できるよう
情報交換を行いました。
・学校体育指導支援事業（小学校水泳学習）については、民間施設を活用し、民間指導者と教員がそれぞれの強み
を活かしながら連携・協働することにより、学びの質の向上と、教員の負担軽減等を図りました。
・小学校６校全児童（茅ヶ崎小学校・鶴嶺小学校・松林小学校・室田小学校・松浪小学校・浜須賀小学校）を対象
に施設利用型で４回実施。年度途中に学校プール施設が破損した香川小学校３・４年生を対象に、民間施設を利用
した水泳学習を３回実施。その他の小学校１２校で３・４年生児童対象に指導者派遣型における授業を３時間程度
実施しました。

今年度は、湘南三浦教育事務所の指導主事から、「つな
がりは〇〇　～やってみたい探し～」と題して講話をい
ただきました。また、令和６・７年度学校支援・地域連
携実践研究校である小和田小学校・萩園中学校からの実
践報告や、学校・学区の魅力についての協議を通して、
自校の取組について見直し、学校と地域でつくるコミュ
ニティ・スクールの未来へのアイデアをより豊かにする
ためのヒントをいただく機会となりました。

令和８年度から、全校がコミュニティ・スクールとし
て、新年度を迎えます。今後、各学校や地域の実情に応
じたより効果的な取組を推進できるよう、人的・物的資
源の活用をはじめ、予算面等における課題について検討
し、引き続き各学校の取組を支援してまいります。
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【２】学校教育の充実

【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

学校教育指導課　指導担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 GIGAスクール構想事業

取組方針
 (4) ICT環境を活用した学習活動の推進

目標・目的

　未来を担う子どもたちの学びをより豊かなものにしていくため、国の
ＧＩＧＡスクール構想に基づき、市内の全小・中学校に整備したＩＣＴ
環境を効果的に活用した学習活動を展開できるよう、教職員の指導力の
向上を図り、児童・生徒の「情報活用能力」を育成します。

事業内容

　教職員に対して、児童・生徒の個別最適な学びと協働的な学びの充実
を図るため、１人１台端末等のＩＣＴを活用した指導力向上のための研
修を行います。電算化した学校図書館について、蔵書検索や児童・生徒
の読書量の実態把握等、１人１台端末を生かした学校の情報拠点として
の活用を図ります。また、家庭と学校を結ぶツールとして、１人１台端
末を活用し、学校教育のＤＸ化を推進します。

活動指標 教育委員会による教職員に対する研修実施回数

目標 － － １０回
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 ５回 ５回 １０回

　各学校に配備した１人１台端末が十分に活用されるよう、教育の情報化推進担当者会において、３回
の研修を実施しました。
〇第１回４月１４日（月）
・端末の具体的な活用の仕方についての研修
〇第２回７月　８日（火）
・１人１台端末やロイロノート等のアプリケーションを活用する視点での授業研究協議会
〇第３回１月２３日（金）
・学校ＩＣＴ環境整備に係る年次更新に向けた情報共有
　併せて計画訪問では、１人１台端末の効果的な活用法について説明するとともに、実際の授業におけ
る活用状況を踏まえた協議を実施しました。
・小学校４校（浜之郷小学校：５月１６日（金）、汐見台小学校：７月７日（月）、茅ヶ崎小学校：１
０月２４日（金）、鶴が台小学校：１１月１２日（水））
・中学校３校（北陽中学校：７月１１日（金）、中島中学校：１０月７日（火）、西浜中学校：１０月
２９日（水））
　１人１台端末の故障やシステムの不具合をはじめ、ＩＣＴ活用に係る困り事が起きた際は、各学校の
情報化推進担当教員がチャットを利用してＩＣＴ支援員や担当指導主事と情報共有し、改善を図りまし
た。
　また、「個別最適な学び」の実現に向け、デジタル教材の効果的な活用に向けて、情報提供するとと
もに、必要に応じて設定を行いました。
　１人１台端末の入替について、教育の情報化推進担当教員に対し、実機を用いた次期端末の情報提供
を行うとともに、各小・中学校に合計20,052台の端末を配備しました。

　１人１台端末が、児童・生徒の意見共有を効
率的かつ効果的に行えることが認知され、各学
校では、授業において端末を活用することが当
たり前になっています。
　また、家庭学習においても、児童・生徒が端
末を自宅に持ち帰って活用したり、自ら進んで
学習したりする機会が増えました。
　学級閉鎖等による休業期間中においては、オ
ンラインにて授業を実施する学級があること
や、不登校児童・生徒に対して、１人１台端末
を用いた学習を行うなど、オンラインの強みを
生かした、効果的な活用が多く見られていま
す。

　授業の目標に合わせた効果的な使用場面や用
途についての研究をさらに進め、紙・実物とＩ
ＣＴのベストミックスについて、今後も研究を
重ねていきます。
　また、１人１台端末の持ち帰る機会が増え、
児童・生徒の情報モラルの欠如によるトラブル
も報告されています。様々な機会を捉えて、情
報モラル育成に向けた指導を実施するととも
に、教育の情報化推進担当教員を中心として学
校全体で、端末の活用目的や適切な使い方につ
いて考えさせる学習を推進し、児童・生徒の情
報活用能力を育んでまいります。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

教育センター　青少年教育相談担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 青少年教育相談事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (3) 青少年教育相談の充実

目標・目的

　青少年が直面するさまざまな相談に対応し、青少年の健全な育成を目指しま
す。
　激しく変化する社会を反映して複雑化・多様化する相談に適時適切に対応し、
児童・生徒、青少年を支援します。

事業内容

　青少年教育相談として、電話相談や面接（来所）相談等、相談者一人一人の実
情に応じて各種相談を提供します。
　不登校、またはその傾向にある児童・生徒への支援としてあすなろ教室を運営
し、通室生の学校復帰や社会的自立を支援します。
　複雑化・多様化する相談に適時適切に対応できるよう、スーパーバイザーの指
導・助言を受けながら相談員の資質向上に努めます。

活動指標 相談員の人数

目標 10人 １０人 －
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 10人 10人 ー

　青少年教育相談では、相談者に対して適切な支援を提供できるよう、ケースに応じて学校や関係機関との連携を図り、情報共有
等を行うとともに、心理相談員同士のケース会等を実施し、相談技能の向上に努めました。
　令和７年度の青少年教育相談件数及び内訳は次のとおりです。
【相談件数（合計）】　　　　…２，６７５件
・電話相談　　　　　　　　　…　　３１８件
・面接（来所）相談　　　　　…２，３１７件
・小・中学校要請教育相談　　…　　　　８件
・不登校児童・生徒訪問相談　…　　　３２件
　主な相談内容（上位３項目）は次のとおりです。
・不登校・ひきこもり　　　　…１，６８５件（約６３％）
・発達障がい　　　　　　　　…　　３８６件（約１４％）
・性格行動上の問題　　　　　…　　２１６件（約　８％）
　令和７年度３月末時点でのあすなろ教室通室生の人数は、４５名（小学生１８名、中学生２７名）でした。あすなろ教室では、
不登校やその傾向にある児童・生徒の社会的自立や学校復帰に向けて、温かく丁寧な支援に努めるとともに、スーパーバイザーに
よる研修会を次のとおり実施しました。
○医療研修会（年間３回）
・【第１回】　６月１０日（火）、【第２回 】１１月２５日（火）、【第３回】　１月２７日（火）
○心理研修会（年間６回）
・【第１回】　５月１９日（月）、【第２回】　７月　７日（月）
・【第３回】１０月２０日（月）（※スーパーバイザーの都合により１２月８日（月）へ変更）
・【第４回】１１月１７日（月）、【第５回】　１月　８日（木）、【第６回】　２月１６日（月）
〇訪問相談員研修会（年間２回）
・【第１回】　５月２３日（金）、【第２回】１０月３１日（金）

・相談者一人一人のニーズや状況に寄り添った丁寧な対応を心がけるとと
もに、学校や外部機関との有機的な連携を行いました。これにより、多様
化・複雑化する課題に対しても、組織的かつ包括的な支援を展開すること
ができました。
・不登校児童・生徒訪問相談の件数は前年度に比べ２０件の増加となりま
した。訪問相談員との関わりを通じてエンパワメントされたことで、悩み
や不安が和らぎ、登校への意欲や学校とのつながりが生まれました。
・スーパーバイザーによる研修会を実施したことで、医療や心理といった
専門的な視点からの助言を得ることができました。これにより、児童・生
徒の状況への多角的な理解が深まり、個々の児童・生徒の状況に応じた、
より的確で実効性の高い支援へとつなげることができました。

・面接（来所）相談において、検査受検のみを目的とした利用が増加して
おり、緊急対応や継続的な支援を要する相談枠の確保が困難な状況が見ら
れました。教育センター（相談機関）としての相談体制の適正化が図られ
るよう、研修会等の機会を通じて、学校や関係機関へ改めて周知徹底を行
います。
・あすなろ教室での心理研修会の開催曜日を固定せず分散させることで、
より多くの対象者を支援できるよう配慮しました。
・不登校児童・生徒への訪問相談（アウトリーチ支援）をさらに推進する
ため、対面での家庭訪問が困難なケースに対し、オンラインを活用した訪
問相談を導入します。ICTを活用することで心理的・物理的なハードルを
下げ、支援の空白を作らない体制を構築します。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

教育センター　青少年教育相談担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 心の教育相談事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (3) 青少年教育相談の充実

目標・目的
　各小・中学校に「心の教育相談員」を配置し、児童・生徒が安心して学校生活
を送ることができるよう支援するとともに、組織的な支援を行えるよう学校相談
体制の充実を図ります。

事業内容

　心の教育相談員が、話し相手や相談相手となり、児童・生徒の心の安定を図る
とともに、不登校傾向にある児童・生徒に対応します。
　校内においては必要に応じて管理職や教職員と、中学校区連絡会では中学校区
内の小・中学校間の情報共有等を通して組織的な支援のための連携に努めます。
　複雑化・多様化する児童・生徒からの相談等に対応できるようスーパーバイ
ザーを講師とした研修会を実施し、心の教育相談員の資質向上に努めます。

活動指標 心の教育相談員の人数

目標 ３２人 ３２人 －
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 ３２人 ３２人 ー

各小・中学校に１名ずつ配置された心の教育相談員が、児童・生徒の悩みの相談を受けたり話し相手になったりするなどの役割を
務め、児童・生徒の心の安定を図るとともに、状況に応じて教職員等との情報共有を行い、校内支援体制の充実に努めました。
　令和７年度の心の教育相談件数及び主な相談内容（上位３項目）は次のとおりです。
【相談件数（合計）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…７８，３８２件
（内訳：上位３項目）
・ふれあい相談（休み時間等に相談員との交流を通して心の安定を図る）…６８，７３４件
・不登校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　４，６８７件
・学習関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　１，１０２件
　
心の教育相談員の相談技能の向上と相談員同士の連携の強化を図るため、心の教育相談員研修会等を次のとおり実施しました。
・心の教育相談員研修会（年３回実施）
　開催日時：第１回　　５月１５日（木）
　　　　　　第２回　　７月３０日（水）※津波警報の対応のため延期（令和８年２月１２日（木）に代替研修を開催）
　　　　　　第３回　１２月２４日（水）
　場　　所：青少年会館ホール

・児童・生徒自立支援講座
　開催日時：９月２６日（金）
　場　　所：青少年会館ホール

同じ中学校区内の心の教育相談員やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとの連携を深めるため、心の教育相談員
中学校区連絡会（各中学校区ごとに年間３回（６月・１１月・２月））を実施しました。

・小学校で「ふれあい相談」を経験した児童が、中学校進学後も継続して
相談を利用するケースが増えています。その結果、中学校での相談件数が
増加していますが、これは児童・生徒が自らSOSを発信する力が育まれた
とともに、小学校での心の教育相談員との関わりが、中学校での支援体制
の充実にも寄与していると評価できます。
・児童・生徒が抱える「悩みの芽」が小さいうちに相談員が寄り添い、早
期に状況を把握することで、問題の深刻化を防ぐ早期発見・早期対応が可
能となっています。こうした相談員による初動の速さが、教員やスクール
カウンセラー等との円滑な連携の起点となり、不登校等の未然防止に向け
た組織的な支援体制の構築につながっています。
・心の教育相談員の相談スキルの向上と学校間の支援格差の解消が図られ
るよう、研修を実施しました。研修において相談員同士のネットワークを
深めることは、相談員自身の不安や悩みの解消にも寄与しており、結果と
して、児童・生徒が安心して相談できる環境の整備へとつながっていま
す。

・心の教育相談員が情報を一人で抱え込むことを防ぐため、校内での情報
共有を徹底する必要があります。管理職をはじめ、担任や教育相談コー
ディネーター等との定期的な情報共有の場を設けるほか、相談員がケース
会議や支援会議へ積極的に参加できるよう、各学校へ体制整備の働きかけ
を継続していきます。
・研修会での講義・演習のテーマについては、児童・生徒の実態や学校の
実情を踏まえた心の教育相談員のニーズをもとに、より実践的で実効性の
ある研修となるよう工夫していきます。
・校内支援体制の充実が図られるよう、研修会への参加対象者に教員を追
加し、支援に対する教員の知識・理解を深めていきます。
・市全体の相談体制の安定化や好事例の共有を図られるよう、積極的に経
験豊富な心の教育相談員の人事異動を行います。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

社会教育課　社会教育担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 茅ヶ崎ｅフェス2025夏

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の拡充

イ　親子事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ

目標・目的
子どもたちがＩＣＴ機器に慣れ親しむ一方、ＳＮＳによるトラブルなど新たな社
会問題となっていることを踏まえ、ｅスポーツを活用しながらデジタルリテラ
シーについて親子で理解を深めることを主な目的とします。

事業内容
ｅスポーツやデジタル機器操作の体験、デジタルリテラシーについて親子で学ぶ
ことができるコーナーなどを設けた学びのイベントを「茅ヶ崎eフェス2025夏」
と題して開催します。

活動指標 事業計画・実施

目標 事業計画・実施 － －
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 1回 － －

小中学生とその保護者を対象に、ｅスポーツやデジタルツールなどを通じた体験型講座「茅ヶ崎ｅフェ
ス 2025夏」を開催しました。チーム対抗戦やプログラミング、ＶＲ体験などの直接体験を通して、論理
的思考やコミュニケーション能力、デジタルリテラシーの大切さを学びました。
事業名：茅ヶ崎ｅフェス 2025夏
開催日時：令和7年8月3日(日) 13時00分～17時00分
場所：茅ヶ崎市役所 本庁舎１階　市民ふれあいプラザ
参加人数：約300名（小中学生とその保護者）
内容：【ｅスポーツ大会】チームでの戦略立案と協力プレイの体験。
　　　【マインクラフト建築体験コーナー】 パソコンを用いた創造的活動。
　　　【プログラミング体験コーナー】デジタルツールによるものづくり体験。
　　　【デジタルリテラシーコーナー】動画視聴とクイズによるネットリテラシー啓発。
　　　【VR体験コーナー】最新技術の体験。
運営補助：市内の通信制高校のサポート校（小学校・中学校時代に様々な事情で不登校となった学生が
　　　　　多く在籍）及び専門学校の学生ボランティアによる運営補助。

初めて企画した規模のイベントであり、想定を上回る約
300名の来場がありましたが、大きな混乱なく運営する
ことができました。
アンケートの結果、「講座の内容」については回答者の
全員が「とても良かった」または「良かった」と回答し
ています。特に「チームで動くことの大切さを学べた
か」という設問に対し、全ての回答者が肯定的な評価を
しており、初対面のチーム同士で意気投合し仲良くなる
など、ゲームを通じたコミュニケーション能力の向上や
チームワークの理解に大きな成果が見られました。また
アンケート内のデジタルリテラシークイズの正答率も
95％と非常に高く、楽しみながら啓発につなげることが
できました。
また、学生ボランティアにとっても、イベントの運営を
体験する貴重な学びの機会となりました。

・来場者が想定を大幅に上回り、入退室自由のイベント
としたため、アンケートの回収率が低くなってしまった
ことや、Wi-Fi接続の不備が見られたことが課題として挙
げられます。次回は配布方法やアナウンスのタイミン
グ、Wi-Fi接続等への備えについて改善を図ります。
・約300人の集客を実現した実績を活かし、次回はより
複合的な学びの場を提供することを検討します。
・市内の通信制高校のサポート校や市外の専門学校の学
生がボランティアとして運営に携わったことは、次世代
の社会参加を促す上で非常に有意義であったと考えます
。次年度も学生が運営の面白さや難しさを実体験できる
場を継続的に提供するため、ボランティア証の交付な
ど、学生の意欲を支える工夫にも努めていきます。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

社会教育課　博物館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どもワークショップ

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(4) 青少年の健全育成のための地域活動等の充実

目標・目的
　茅ヶ崎の自然や歴史・文化に関する資料や情報を活用し、茅ヶ崎の魅力の発見
や愛着と誇りの醸成を図ります。

事業内容

　子どもたち（主に小・中学生）を対象に、学芸員が博物館の収蔵資料や情報を
素材に、標本づくり、まが玉づくり、古代のゲーム体験などのワークショップを
実施します。
　ワークショップの実施にあたっては、調査研究・収集保管・教育普及という博
物館の根幹事業や人員体制とのバランスを考慮します。

活動指標 事業計画・実施

目標 事業計画・実施（６回） 事業実施（３回）・次年度事業計画検討 事業計画・実施（９回）
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 ７回 ５回 １２回

子ども（小・中学生）を対象とした事業として、月1回程度の頻度でプログラムを実施し、茅ヶ崎の自然や歴史、実物の文化財に触
れる機会を提供しました。また、開催中の企画展と連動したワークショップを実施することで、展示内容への理解を深めるととも
に、子どもたちの興味・関心を高め、主体的な学びを促進する機会の充実を図りました。
①まが玉づくり
開催日時：令和７年４月２９日（火・祝）≪参加人数２６人≫
②赤ちゃんと一緒に博物館
　開催日時：令和７年６月３日（火）≪参加人数２３人≫
③樹脂標本づくり
　開催日時：令和７年７月３０日（水）≪参加人数１０人≫
④古代あそび体験
　開催日時：令和７年８月７日（木）≪参加人数１３人≫
⑤チリモン画伯
　開催日時：令和７年８月１６日（土）≪参加人数２６人≫
⑥ミニ鬼瓦づくり
　開催日時：令和７年８月１７日（日）≪参加人数３０人≫
⑦赤ちゃんと一緒に博物館
　開催日時：令和７年９月９日（火）≪参加人数２８人≫
⑧下寺尾まち歩き
　開催日時：令和７年１０月５日（日）≪参加人数１７人≫
⑨化石レプリカづくり
　開催日時：令和７年１１月２４日（月・祝）≪参加人数１９人≫
⑩赤ちゃんと一緒に博物館
　開催日時：令和７年１２月２日（火）≪参加人数８人≫
⑪木簡書初め
　開催日時：令和８年１月１８日（日）≪参加人数２０人≫
⑫お魚標本づくり
　開催日時：令和８年３月１５日（日）≪参加人数１０人≫

子どもたちが日常生活では触れることのない自然や歴
史、文化に関する体験機会を創出することで、茅ヶ崎の
魅力を再発見し、郷土への愛着と誇りの醸成に寄与しま
した。

令和６年度下半期における事業数の見直しを踏まえ、令
和７年度の子どもワークショップ事業は、月１回程度の
回数をコンスタントに実施すること及び、実施実績のあ
るイベントを基本的に焼き直して行うことを原則として
実施しました。加えて、⑨『化石レプリカづくり』や⑫
『お魚標本づくり』などの自然系ワークショップでは、
新機軸のイベントを企画・実施することもできました。
今後も、他の諸業務とのバランスを勘案しながら、実施
実績のあるイベントをベースとしつつ、少しずつ新機軸
のイベントの企画・立案も図りたいと考えます。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

社会教育課　小和田公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 夏休みこわだ子どもキッチン

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(2)放課後等の青少年の居場所づくりの充実

目標・目的
夏休みの子どもの居場所づくりとして共働き家庭の支援をするとともに、生活する上で重
要な「食＝生きる力」を養う。また、異学年の小学生や地域の大人ボランティアとの多世
代交流を図ることで、大人の生きがいづくりや顔の見える地域力向上に寄与する。

事業内容

小学校の夏休み期間中、地域協力団体と一緒にお昼ご飯の調理実習をする。
使用する野菜は、公民館敷地内にある畑を活用する。その畑の世話は、市社協、
包括支援センターさざなみ、公民館の３者が協力し、地域の大人ボランティアを
募集し担ってもらう。

活動指標 事業実施回数

目標 14回 反省会１回 ー
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 14回 反省会２回 ー

　小学３～６年生を対象に、地域団体や小和田公民館利用団体で構成された「こわだ子どもキッチンクラブ」が講師となり、夏休
み期間の平日（休館日除く）１４日間事業を実施しました。
　申込者数９０名（のべ５６２件）、参加者（当選者）数８３名（のべ２５０件）
　①７月２３日（水）ルウいらず夏野菜たっぷりカレーとキラキラゼリー（藤沢友の会小和田地区）
　②７月２４日（木）リングハンバーグとパン粉のスープデザート付（手塩会）
　③７月２９日（火）オリジナルハンバーガーとポトフ（キッズママ）
　④７月３０日（水）五目あんかけ焼きそばミルク風味、卵とわかめの中華風スープ、杏仁風牛乳かん（茅ヶ崎市食生活改善推進
団体）
　⑤８月５日　（火）ガブッとハンバーガー＆ジュリアンスープ（藤沢友の会小和田地区）
　⑥８月６日　（水）ほうれん草とハムのパンキッシュ、コールスローサラダ、バナナヨーグルトゼリー（茅ヶ崎市食生活改善推
進団体）
　⑦８月７日　（木）巻いて巻いて♪わくわく春巻きとそうめん（松浪地区民生委員児童委員協議会）
　⑧８月１９日（火）おいしい手作りうどんと焼きかき揚げデザート付（湘南こわだ会）
　⑨８月２１日（木）とびっきりカレー（手塩会）
　⑩８月２２日（金）鮭ちらしとキャベツとベーコンのソテーとフルーツゼリー（こわだ大人ボランティア）
　⑪８月２６日（火）お楽しみ丼～どんなどんぶり＆みそ汁（松浪地区民生委員児童委員協議会）
　⑫８月２７日（水）レンチンオムライスとパリパリサラダデザート付（なの花薬局辻堂店）
　⑬８月２８日（木）作ってあそんでおにぎらず＆自分サラダデザート付（松浪小学校区青少年育成推進協議会）ミニ工作コー
ナー有り
　⑭８月２９日（金）豚スタミナ丼とポリポリきゅうりとみそ汁（こわだ大人ボランティア）

　事業全体で、１日平均４０名（定員１６名程度）
の申し込みがあり、地域の課題にマッチした内容の
事業ができたと思います。
　また、講師として関わった地域の大人は９９名
（のべ）が皆「地域の子どもとこんなに濃密な時間
を過ごす機会はなかなかない。とても楽しかったの
で来年も参加したい。」と参加した子どもだけでな
く、大人からも参加した意義を感じられた感想を聞
くことができました。
　また、保護者アンケートでも、居場所として助
かった、料理に興味を持ち家でも同じレシピで作っ
てくれた、苦手な食材を食べれるようになったな
ど、多くの方から感謝の声をいただきました。

　物価が高騰する中、参加料１人３００円で実
施しましたが、地域からの寄附や政府備蓄米の
申請などで、この価格が実現しました。
　持続可能な事業となるよう、キッチンクラブ
が公民館まつりで模擬店を出し、その売り上げ
で寄附がなくても参加料を値上げせず必要な食
材が提供できるよう尽力いただきました。
　令和８年度は、引き続き夏休みの子どもの居
場所として、１３日間実施予定です。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績 事業計画 実施 1回

障がい者対象の事業を実施し、子どもだけでなく、大人も一緒に絵本や音楽を使った遊びを通
して、体を動かしたり表現活動を行いました。

開催日時：令和７年１１月２２日（土）１４時～１５時
場所：鶴嶺公民館
参加人数：２組/定員：８組　※３組の申し込みがあったが、１組は当日キャンセル
講師：片山　恵美子　氏

　令和６年度に茅ケ崎支援学校の保護者と意見
交換会を行った際、「インクルーシブに逆行す
るが、まずは障がい児限定のイベントをしてほ
しい」という趣旨の意見を受け、６年度の３月
に本事業を実施、好評であったため、令和７年
度も継続して実施しました。７年度は土曜日の
開催となり、障がい児の放課後デイサービスと
重なったことで参加が２組と少なかったもの
の、講座出席者へのアンケートでは、保護者の
方より「子供が好奇心いっぱいに活動し、意欲
的に取り組んでいた」「また参加したい」とい
うコメントをいただき、参加を通して、地域の
障がいのある子どもたちが公民館を気軽に過ご
せるサードプレイスの１つであると認識しても
らうことができました。

　令和６年度は日曜日に開催し、今回は土曜日
に開催しましたが、申し込みが少なかったた
め、聞き取りをしたところ、土曜日は障がい児
の放課後デイサービスに通所している児童が多
く、日程が合わなかったため参加を見送った家
族があることが判りました。申し込み開始後判
明したこととはいえ、事前リサーチ不足であっ
たことが反省点です。今後は、子どもたちの生
活環境を考慮しながら、日曜日や祝日の企画を
検討していきたいと思います。
　また、本事業のように、対象を限定した事業
も継続的に実施すると共に、障がいの有無に関
わらず、誰もが気兼ねなく参加できるインク
ルーシブな講座の開催も目指していきます。

目標 事業計画 実施 1回
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

目標・目的
・障がい者対象の事業を実施し、学びの機会を創出すること
・主催事業への参加を通して、地域の障がい者が公民館を気軽に過ごせるサード
プレイスと認識してもらうこと

事業内容
鶴嶺公民館の近隣小学校支援級及び茅ケ崎支援学校の児童とその家族を対象に、
音楽に合わせて楽器でリズムをとったり、体を動かしたりして表現活動を行う。

活動指標 事業実施回数

社会教育課　鶴嶺公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どももおとなもみんなで音あそび

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の拡充

イ　親子事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

社会教育課　松林公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どもの広場

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の拡充

ウ　子ども事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ

目標・目的
　地域のボランティアの協力を得て、子どもたちへ様々な体験の機会や必要な知
識を提供します。また、子どもたちの自主性を育てる内容等を盛り込みます。
　社会の状況に合わせて、開催方法について適宜対応しながら実施します。

事業内容
　季節に合わせた工作等の事業を地域の関係団体の協力を得ながら実施します。
　社会の状況に合わせて、開催方法を検討しながら実施します。

活動指標 　事業計画・実施

目標 事業計画・実施 事業計画・実施 －
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 事業計画・実施（２回） 事業計画・実施（３回） －

　季節の祭事に関連した物づくりや、子どもだけでは出来ない遊びやスポーツなどをする機械
や場所をボランティアの団体等の協力を得ながら提供しました。また、作品を見せ合うことに
よって参加者同士の交流を図りました。
①　５月３１日（土）「子どもの広場～ガーランドを作ろう」
　　　　　　　　　　　　　参加人数：　４人　　定員：１５人
②　６月２８日（土）「子どもの広場～七夕飾り」
　　　　　　　　　　　　　参加人数：　９人　　定員：１５人
③１０月１９日（土）「子どもの広場～ハロウィンイベント」
　　　　　　　　　　　　　参加人数：３０人　　定員：３０人
④１２月　６日（日）「子どもの広場～あみものチャレンジ」
　　　　　　　　　　　　　参加人数：１４人　　定員：１５人
⑤　２月２８日（土）「子どもの広場～親子でモルック体験」
　　　　　　　　　　　　　参加人数：１５人　　定員：２４人

　令和７年度は、対面講座として５回開催する
ことが出来ました。
　講師は、松林公民館近隣にお住まいの方の他
に、室田学区青少年指導員、松林学区青少年育
成推進協議会、松林地区民生委員児童委員協議
会、松林地区体育振興会と協力して、企画・実
施を行いました。
　また、年間を通して、多数の方々に参加をい
ただき、参加者アンケートにおいても大変好評
である旨の意見をいただきました。

　一部講座で定員に満たなかったところについ
ては、事前に外部イベント等の情報収集を行
い、また、今までのメール配信、ライン配信の
他に、今後はインスタグラムの積極的活用を検
討いたします。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

社会教育課　南湖公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 子どもの広場

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の拡充

ウ　子ども事業　※【1】-(1)を選択した場合のみ

目標・目的
小学生を対象に学区や学年を越えた交流の場を提供し自発性、社会性を育むとと
もに、新たな事業も取り入れていくことで子どもたちへの学習機会の提供を増や
していく。

事業内容
小学生向け工作、工場見学、お菓子作り、調理等の他に、博物館見学やマジック
教室も開催し、子どもの考える力や発想力、ともに協力する力を育む一助としま
す。

活動指標 事業実施回数

上半期 下半期 通年 評価

目標 ６回 3回 9回
Ｓ

実績 5回 3回 8回

小学生を対象に博物館見学、工場見学、料理教室や工作を通して、学区を越えた仲間づくりと
交流の場を提供し、また多様なテーマの学習をすることで、子どもたちに幅広く新しい知識を
増やすことができました。
・「生命の星・地球博物館へ行こう！」５月３１日（土）、参加人数：１５人／定員：１５人
・夏休み特集①アルバック工場見学と真空実験教室（蒸着実験、マグデブルグの半球実験、ふ
うせんとマシュマロ実験）７月２５日（金）、参加人数：１８人／定員：１８人
・夏休み特集②雪印メグミルク海老名工場見学（工場の製品加工の方法やシステムを知る見
学）８月１日（金）、参加人数：１５人／定員：１５人
・夏休み特集③マジック教室（トランプマジック他）８月２２日（金）、参加人数：１０人／
定員：１５人
・うどんを作ろう！９月２７日（土）、参加人数：１２人／定員：１２人
・ハロウィンのお菓子を作ろう！１０月１８日（土）、参加人数：１２人／定員：１２人
・工作キャッチボールマシンを作ろう！１１月１５日（土）、参加人数：１４人／定員：３０
人
・「じゃがいもを育ててカレーを作ろう！」３月７日（土）、参加人数：１２人／定員：１２
人

　博物館や工場の見学、マジック、調理、お菓
子作りなどを通して、子どもたちに多様な学習
の機会を提供し、学年や学区を越えた仲間づく
りや交流の場にもなった。キャッチボールマ
シーンは簡単な材料で作れて遊んで楽しい工作
であったので、３月の公民館まつりでも行っ
た。

　自然や環境、食についての学びを深め、地域
性や歴史にも興味や関心を高めていきたい。班
での作業を通じて友達と協力する社会性を育
て、学校では得ることができない知識や学びも
得られるようにしていく。
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

　小学3年生から中学1年生まで、学校・学年の違う子どもたちが、年間を通じ、福祉、平和、防災、環
境等、様々なテーマについて、学び、体験することができました。
5月18日(日)　第1回実行委員会　テーマ決め
6月15日(日)　第2回実行委員会　テーマ決め、係決め、オープンスペース七夕飾りを作ろうの練習
7月20日(日)　第3回実行委員会　高齢者施設訪問、保育園訪問の出し物検討、練習
8月24日(日)～25日(月)　第4回実行委員会　平和学習、防災学習、公民館宿泊（避難所体験）、近隣保
育園訪問
9月21日(日)　第5回実行委員会　近隣高齢者施設訪問
10月19日(日)　第6回実行委員会　デフリンピックについて、聞こえないことの体験
11月16日(日)　第7回実行委員会　ものづくり体験（お盆づくり）
12月21日(日)　第8回実行委員会　環境問題、SDGｓ、公民館周辺のゴミ拾い
1月18日(日)　第9回実行委員会　公民館まつり展示作成
2月15日(日)　第10回実行委員会　公民館まつり展示作成、公民館まつりでの発表の練習
3月15日(日)　第11回実行委員会　一年間の振り返り
　上記の通常会のほか、香川公民館主催事業に協力するとともに、公民館まつりや地域のまつりで成果
を発表しました。
6月29日(日)　「オープンスペース七夕飾りを作ろう」に協力
2月29日(土)、3月1日(日)　「第35回香川公民館まつり」に出展
3月20日(金･祝)　「みんなのまつり（湘北地区社会福祉協議会）」に出展

　令和7年度は9人の子どもたちが参加しましたが、終戦
80年を踏まえた平和学習、近隣保育園に訪問しての園児
との交流、公民館周辺のゴミ拾いなど令和6年度とは異な
るテーマにも取り組むことができました。
　また、「オープンスペース七夕飾りを作ろう」では、
講座に参加した子どもたちに対して、レッツトライボラ
ンティア参加の子どもたちが”先生役”になるなど、新
しい公民館事業の形を作ることができました。
　さらに、この事業は「大人メンバー」というボラン
ティアスタッフにより運営していますが、過去にこの事
業に参加したことのある15歳以上の方に呼び掛けた結
果、大学生1人、高校生3人の応募がありました。当時、
小学生だった子どもたちが、再び、協力者として公民館
に戻ってくるという次世代育成の循環に繋がっていま
す。

　子どもが中心となりテーマ設定することがこの事業の
主要な要素ですが、子どもに任せきれず、大人がつい、
手を出してしまうことがありました。大人の関わり度合
いを共有しながら、一方で、講座のタイトルである「ボ
ランティア」からは大きく逸脱しないよう「大人メン
バー」が誘導していく必要があります。
　また、主要な「大人メンバー」が令和6年度に引退し、
新たに大学生1人、高校生3人が加わりましたが、テーマ
ごとの企画を担当するまでには至らず、実質、公民館長
主体となってしまいました。若手の「大人メンバー」に
何らかの役割を持ってもらうようにすることで、さらな
る事業の活性化に繋がると考えます。

上半期 下半期 通年 評価

目標 5回 6回 11回
Ｓ

実績 5回 6回 11回

目標・目的

地域社会が抱えている問題や注目されている話題等について、参加する子どもた
ちの興味や関心に基づきテーマを設定することで、自発的な探求心や思考力、実
践力を伸ばしていくことを目的とします。活動を通して異なる学校、学年の子ど
もや一緒に参加する地域の大人たちとの交流を深めるとともに、今後の公民館に
おける様々な活動に参画してもらうきっかけづくりの場とします。

事業内容
子どもたちが主体となり、他のメンバーやスタッフの大人たちと話し合いなが
ら、住んでいる地域の課題や自分たちが学びたいことをテーマとして、幅広く体
験・学習します。公民館まつりや地域のイベントで活動の成果を発表します。

活動指標 事業計画・実施

社会教育課　香川公民館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 レッツ！トライ！ボランティア！！２０２５

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(4) 青少年の健全育成のための地域活動等の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績 43% ー 43%

　地域の青少年リーダーとして活動するジュニアリーダーを養成するため、各種講座を実施しました。
　ゲームやレクリエーション指導、活動における安全管理等の研修、ボランティアスピリットについて
の講座を行いました。

■対象：中学校１年生～高校３年生の新規申込者及び現ジュニアリーダーのうち受講希望者
　　　　（新規申込者：９名）
・４月１９日（土）第１回「入門講座」　場所：市役所本庁舎４階会議室４.５　参加人数：６人
・５月１０日（土）第２回「危険予知トレーニング（ＫＹＴ）」
　　　　　　　　　　　　　場所：市役所本庁舎４階会議室１.２　参加人数４人
　　　　　　　　　第３回「基礎講座」　場所：市役所本庁舎４階会議室１.２　参加人数：５人
・５月２４日（土）第４回「野外活動講座」　場所：ちがさき柳島キャンプ場　参加人数：４人
・６月１５日（日）第５回「応用講座」　場所：市役所本庁舎４階会議室３～５　参加人数：２人
・１月２４日（土）第６回「引率体験講座」（事前研修）　場所：市役所本庁舎４階会議室２～４
・１月３１日（土）第６回「野外活動講座」（野外炊事）
　　　　　　　　　　　　　場所：ちがさき柳島キャンプ場　参加人数：２人

　中学１年生２名、中学３年生１名がジュニア
リーダーズクラブへ入会し、登録率は約４３％
となりました。目標には届かなかったものの、
前年度に実施した「小学生リーダー養成講座」
に参加していた受講者もいました。
　またジュニアリーダーの登録時期を従来の１
０月から７月に変更したことで、新規ジュニア
リーダーの活躍の機会を増やすことができまし
た。
　講座全体を通じて、ジュニアリーダーとして
の活動に興味を持つきっかけとなり、次世代を
担う青少年リーダーを育成する一助となったと
考えています。

　ジュニアリーダー養成講座では、受講者の継
続率が目標の80％に届かず、部活動等の忙し
さが理由で辞退するケースが課題となっていま
す。
　また、認知度向上や参加者の確保も重要であ
るため、今後、従来のジュニアリーダー養成講
座の形にとらわれず、講師と相談しながら開催
時期やプログラム内容を検討します。

上半期 下半期 通年 評価

目標 80% ー 80%
Ａ

目標・目的
　地域の青少年リーダーであるジュニアリーダーとして必要なスキルや知識、ボ
ランティアスピリットを身に付け、ジュニアリーダーとして活動できるよう養成
を行う。

事業内容

　全６回の養成講座の中で、ジュニアリーダーとしての心構え、子ども会派遣の
際などに活用するゲーム、レクリエーション指導の方法、活動中の危険予知につ
いて学ぶ。これらの知識、技術についての研修を通して、同年齢である養成講座
受講者や講師とのコミュニケーションを行い、社会性、協調性を身に付けます。

活動指標 ジュニアリーダーズクラブ登録率

青少年課　育成担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 ジュニアリーダー養成講座

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(3) 青少年団体活動等の充実
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【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績 ２４回 １１回 ３５回

　令和７年度自主事業として５９回実施し、そのうち、参加対象に青少年を含んだ体験学習事
業を３５回実施しました。
　それらに加えて、ウクレレ教室や野菜の収穫体験等、自由に参加できる４つの開放事業にお
いて青少年の参加がありました。

　事業一覧は別紙参照

　指定管理者制度を導入後、２年が経過し、年
間の来館者も延べ１０万人を大きく超えている
状況となっています。
　自主事業についても、青少年を参加対象とし
た事業を幅広く展開し、きっかけを重要とする
単発の事業だけでなく、事業後の成果の展示や
施設菜園でのグループ活動など「継続」「好奇
心の追求」などを満たすことができる事業も実
施しました。
　多様な学び・体験の場を提供するとともに、
多世代交流ができる場となっていると考えてい
ます。

　定員を超えた応募が多くあり、講座によって
は開催規模や頻度を検討する必要があります。
　また、定期開催することで恒例となっている
講座のリニューアルを図り、より魅力的な講座
の開講や継続的な施設利用を図る予定です。
　青少年の来館状況を見ると、中学生までは新
オリーブ広場、高校生以上は学習室の利用が中
心となっています。このことを踏まえたうえ
で、利用者全体が使いやすい施設となるよう運
営を工夫するとともに、施設の使い方をよりわ
かりやすく周知していきます。

上半期 下半期 通年 評価

目標 ８回 ８回 １６回
Ｓ

目標・目的
　様々な学びや体験を通じて、子どもから高齢者まであらゆる世代の交流促進を
目指します。

事業内容
　体験学習センターの施設・設備を効果的に活用するとともに、青少年等の学び
や体験につながる自主事業を企画・実施することで多世代交流を推進します。

活動指標 事業実施回数

青少年課　育成担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 茅ヶ崎公園体験学習センターにおける自主事業

取組方針

【３】地域社会の健全育成機能の強化及び社会教育の充実

(1) 青少年健全育成施設の有効利用の促進
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茅ヶ崎公園体験学習センター　令和7年度自主事業報告書
※網掛け事業：青少年を対象に含む

1
映画上映会『terra ぼくらと地球のくらし方』茅ヶ崎でパーマ
カルチャーを実践する後藤村長×吉野さんクロストーク

2F1-2 4月5日(Sat) 1 28組32人

2 命のお米磨ぎと重ね煮のイベント 調理室 4月12日(Sat) 1 16人

3 タケノコ収穫体験
里山公園近くの私有
地

4月12日(Sat) 1 10組30人

4 【健康講座⓬】102歳医師の三世代てい談 2階1-2 4月16日(Wed) 1 70人

5 【歌声サロン】 音楽室1 4月17日(Thu) 1 63人

6 親子de　えぼし岩　磯の観察会　（事前勉強会） ２F-1・2 4月20日(Sun) 1 15組29人

7 松村さんによるカメラ講座❷ 美術工作室 4月26日(Sat) 1 7人

8 有本奈緒美さん　海ごみ箸置きワークショップ  1F-2 5月10日(Sat) 1 29人

9 BLOOP　ペットボトルでキーホルダーづくり  1F1 5月10日(Sat) 1 34人

10 Hawaiianクレープフラワー  1F1-2 5月11日(Sun) 1 56人

11 フラダンス体験レッスン  1F1-2 5月11日(Sun) 1 64人

12 【音楽イベント❷　鹿児島智子さんほか２名】
音楽室1（交流ラウ
ンジ）

5月15日(Thu) 1 52人

13 カインズ　サイクリング教室 美術工作室 5月17日(Sat) 1 3人

14 【健康講座⓭】小笹貴夫さん 1F1-2 5月21日(Wed) 1 52人

15 親子de姥島（烏帽子岩）自然観察会 烏帽子岩 5月24日(Sat) 1 14組28人

16 初夏の寄せ植え教室 美術工作室 5月31日(Sat) 1 13人

17 地元の人気鮮魚店直伝！親子で学ぶお魚さばき方教室 調理室 6月8日(Sun) 1 8組16人

18 稲村瑞穂さんによる 夏を彩る筆文字うちわ作り（大人向け） 美術工作室 6月14日(Sat) 1 9人

19 茅ヶ崎里山公園で小麦の麦刈り・脱穀 里山公園 6月14日(Sat) 1 6組21人

20 【健康講座⓮】後藤光子さん 1F1-2 6月18日(Wed) 1 40人

21 【音楽イベント➌】真樹の会 多目的室AB 6月21日(Sat) 1 69人

22 井方五月心さんによる風鈴の絵付け教室 美術工作室 6月22日(Sun) 1 24人

23 稲村瑞穂さんによる 夏を彩る筆文字うちわ作り（子ども向け） 美術工作室 7月12日(土) 1 7人

24 【健康講座⓯】小笹望さん 1F1-2 7月16日(Wed) 1 32人

25 【歌声サロン】
音楽室1（交流ラウ
ンジ）

7月17日(Thu) 1 52人

26 うみかぜ　プロレスリング 多目的室ＡＢ 7月21日(Mon) 1 120人

27 金丸知奈さん　料理教室 調理室 7月26日(Sat) 1 8組19人

28 SUP（スタンドアップパドルボード）体験 Ｔバー 7月31日(Thu) 1 台風で中止

29 【音楽イベント❺】
音楽室１（BF1
控室）

8月2日(Sat) 1 43人

30 茅ヶ崎里山公園で収穫した小麦粉でそうめん流し 里山公園 8月2日(Sat) 1 6組21人

31 【健康講座⓰】猪股甚暢さん 1F1-2 8月20日(Wed) 1 51人

32 キミはいくつ飛ばせるか？？ゴム銃選手権 多目的室Ｂ 8月23日(Sat) 1 20人

33 藍染め教室 多目的室Ａ 8月30日(Sat) 1 9人

34 うどんづくり 調理室 9月6日(Sat) 1 6組20人

35 【音楽イベント❻】 １F交流ラウンジ 9月11日(Thu) 1 43人

36 【健康講座⓱】後藤光子さん 1F1-2 9月17日(Wed) 1 32人

37 初めてのウクレレレッスン 9月19日(Fri) 1 17人

38 純水館の講演会 9月20日(Sat) 1 110人

39 【健康講座⓲】小笹深幸さん 1F1-2 10月15日(Wed) 1 36人

40 【歌声サロン】 音楽室1 10月16日(Thu) 1 52人

41 ウクレレミニコンサート １F交流ラウンジ 10月17日(Fri) 1 20人

42 龍口健太郎氏さんプロデュース　親子みんなでドッチボール！ 多目的室ＡＢ 10月26日(Sun) 1 27組80人

43 相模原水系の木でつくるサクラの木で箸づくり「木育」講座 美術工作室 11月1日(Sat) 1 10組15人

44 どっこいファーム吉野さんの人参葉っぱ染め①下処理 調理室 11月8日(Sat) 1 2組3人

45 どっこいファーム吉野さんの人参葉っぱ染め②本染め 調理室 11月15日(Sat) 1 3組5人

46 【音楽イベント⑧】塩川ゆうこさんJAZZコンサート 音楽室1 11月16日(Sun) 1 165人

47 【健康講座19】山崎明美さん 1F1-2 11月19日(Wed) 1 26人

事業名 会場 開催時期
開催回数
（回）

参加人数
（延べ人

数）



48 有本奈緒美さん講演会 美術工作室 11月29日(Sat) 1 10人

49 【音楽イベント⑨】シュウBAND 多目的室AB 12月7日(Sun) 1 202人

50 湘南工科大学付属高等学校 クリスマスコンサート 多目的室AB 12月14日(Sun) 1
参加者60人
観覧者120

人

51 【健康講座⓴】小笹望さん 1F1-2 12月17日(Wed) 1 35人

52 【歌声サロン】 音楽室１ 1月15日(Thu) 1 50人

53 【健康講座㉑】猪股甚暢さん １F1.2 1月21日(Wed) 1 36人

54 うみかぜダンス発表会 多目的室＋地階全室 2月14日(Sat) 1

参加者350
人

観覧者700
人

55 【健康講座㉒】山崎明美さん １F1.2 2月18日(Wed) 1 34人

56 プロに学ぶ生活術　おいしいコーヒーの淹れ方 調理室 3月7日(Sat) 1 8組12人

57 【健康講座㉓】小笹貴夫さん １F1.2 3月18日(Wed) 1 61人

58 【音楽イベント⑪】ちぃベイビーライブ １F交流ラウンジ 3月20日(Fri) 1 12人

59 茅ヶ崎の子どもの現状（貧困・虐待）と社会保障ゲーム 美術工作室 3月21日(Sat) 1 17人

はまかぜ菜園
はまかぜ菜園、調理
室など

通年事業 15組30人

MINAKOさんのウクレレ教室 開放事業

うみかぜミュージアム 事務所前、屋外 開放事業

オリーブ広場での野菜収穫体験 オリーブ広場 開放事業

宇宙朝顔 事務所 開放事業



　

【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

実績 事業計画・実施(7回) 事業計画・実施(6回) 事業計画・実施(4回)

　体験型講座を７講座、他施設または企業と連携して実施した連携講座を４講座、YouTubeを
活用した動画配信講座を1事業、施設を有効活用した事業を5事業実施しました。

　事業一覧は別紙参照

　連携事業では、民間企業や神奈川県、小和田公民
館といった多様な機関とのネットワークを構築・活
用し、科学教室と簿記といった専門性の高い4事業
を協働で実施し、子どもたちに幅広い体験学習の場
を提供でき、知的好奇心や主体的な学びの意欲の向
上に繋がりました。
　「青少年会館フェスタ2025」では、近隣の小・中
学校や地域の行事日程と調整をした結果、参加人数
は昨年度の923人から2,041人へと1,118人の増加と
なりました。また、その様子をまとめた「茅ヶ崎市
青少年会館　青少年会館フェスタ2025」動画を配信
することで、オンラインでの視聴と青少年間交流の
機会を提供できました。

　青少年会館フェスタ2025のアンケートで、
青少年団体の参加の支援をする大人の就労を考
慮し、準備で土曜、開催で日曜を希望すると意
見がありました。
　今後の開催日程の調整では、より多くの利用
団体が参加し、かつ青少年や近隣住民の方々に
も気軽に足を運んでいただけるよう、「参加側
の利便性」も踏まえて取組みます。

上半期 下半期 通年 評価

目標 事業計画・実施 事業計画・実施 事業計画・実施

Ｓ

目標・目的
青少年の健全育成のため、余暇活動推進の一環として居場所づくりや多様な学習
の機会を提供します。

事業内容

(1)講師による体験型講座
(2)他課や企業等との連携講座
(3)You Tubeを活用した動画配信講座
(4)施設を有効利用した事業

活動指標 事業計画・実施

青少年課　青少年会館

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 青少年事業の実施

取組方針

【１】家庭における青少年育成への支援

(1)正しい知識の普及と学習機会の拡充

ア　青年事業 　※【1】-(1)を選択した場合のみ
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 青少年会館 令和７年度  ア　青年事業一覧

開催日 参加人数 定員 応募

(1) ねんどdeミニチュアフード・ピザを作ろう！ 5月24日（土） 12名 10名 35名

(2) ウクレレワークショップ
①6月21日(土)
②6月22日(日)

延べ42名 20名 61名

(3) 夏休み卓球教室
①8月22日（金）
②8月23日（土）
③8月24日（日）

延べ52名 18名 26名

(4) レジンdeオリジナルチャームを作ろう！ 9月6日(土） 10名 10名 26名

(5) サイエンスショー 10月5日(日） 28名 30名 188名

(6) 鉄道模型の工作教室
①2月7日(土）
②2月8日(日）

延べ17名 10名 26名

(7) 3x3（スリーエックススリー）バスケに挑戦！ 3月28日(土） 28名 30名 37名

(1)
小和田公民館×青少年会館
　すぐに！いつか！将来役立つ初歩の簿記

①8月2日(土)
②8月9日(土)

延べ12名 20名 8名

(2) プチロボで競争しよう！茅ヶ崎大会 8月30日（土） 22名 24名 25名

(3) 令和７年度 かながわリレー 科学教室 茅ヶ崎 8月31日（日） 24名 30名
121
名

(4) 科学のびっくり箱！なぜなにレクチャー　ホバークラフト 1月24日（土） 27名 30名 36名

(1) 動画配信「茅ヶ崎市青少年会館　青少年会館フェスタ2025」
3月19日（木）
公開

(1) 青少年学習室開放 通年

(2) トレーニング室開放 通年

(3) 青少年音楽室個人利用開放 通年

(4) 青少年卓球開放 通年

(5) 青少年会館フェスタ2025 11月24日（月・祝）

4.施設を有効活用した事業（5事業）

来場者数2,041人

3.YouTubeを活用した動画配信講座(1事業）

再生回数：161回

事業名

1.体験型講座（7事業）

2.他施設または企業と連携して実施した連携講座（4事業）



　

【事業実績】

【取組の成果】 【課題・今後の取組】

図書館　図書館担当

「令和７年度茅ヶ崎市青少年対策取組方針」に基づく主な事業

事業名 ブックトーク講師派遣事業

取組方針

【２】学校教育の充実

 (2) 児童・生徒指導の充実

目標・目的
　子どもたちが幅広い図書を知り読書の広がりとなる契機とするため、読書離れ
が始まる段階にさしかかる中学１年生を対象として行います。中学生の読書活動
に関する情報提供を行い、家庭や学校等における読書活動を推進します。

事業内容

　「第３次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画」に基づき、読書の喜びをすべての子どもた
ちに届け、読書に親しむ環境づくりを進めるために、関連する主体が連携して子どもの読
書活動を推進します。
　講師として、中学生の読書について詳しくかつ市内の学校で読書活動指導協力者として
の経験が８年以上ある方、または同等の知識と経験があると図書館が判断した方を派遣
し、中学生の興味・関心に合わせた本を紹介する読書支援を行い、主体的な読書姿勢を育
み、図書館の利活用と読書習慣の形成を促します。派遣希望が多い場合は、実施実績のな
いところを優先するなど、より多くの学校が参加できるよう調整します。

活動指標 事業実施校数、参加クラス数

目標 3校11クラス 4校19クラス 7校30クラス
Ｓ

上半期 下半期 通年 評価

実績 3校11クラス 4校19クラス 7校30クラス

読書離れが進み始める中学１年生を対象に、次のとおりブックトークを行いました。
６月１１日（水）・１８日（水）・２５日（水）　梅田中学校１年生（３クラス）
６月１９日（木）・７月３日（木）　赤羽根中学校１年生（４クラス）
９月２２日（月）・２９日（月）　松浪中学校１年生（４クラス）
１０月２７日（月）・１１月４日（火）・１０日（月）　鶴嶺中学校（６クラス）
１１月１７日（月）・１２月１日（月）・１５日（月）　円蔵中学校（４クラス）
１月２２日（木）・２月５日（木）・１２日（木）　第一中学校（６クラス）
２月２７日（金）・３月６日（金）　北陽中学校（３クラス）
幅広いジャンルの本を紹介することで、生徒たちの興味関心を引き出していました。紹介した
本は約１週間、学級に置いて貸出可とし、自由に読んでもらえるようにしています。休み時間
になると、生徒たちはさっそく本を手に取っていました。
派遣した講師から、「生徒がブックトークを楽しんで聞けるのは、小学生のころから当たり前
のように読書活動の授業があって、読み聞かせやストーリーテリング等で本の楽しさを知って
いるし、聞く力が育っているからだ」との感想がありました。

準備段階ではクラスに適したテーマ設定を行う
など担任教員と丁寧な打ち合わせを実施し、当
日は、講師がクラスの雰囲気等に合わせながら
トークを行うことで、生徒の関心を引き付けて
いました。その結果、どのクラスでも集中して
話を聞いてもらうことができ、また、休み時間
中には紹介した図書を手に取る生徒が多く見ら
れたとの報告も学校よりいただいています。こ
れらのことから、中学生の読書活動推進に一定
の成果があったと考えます。また、読書活動支
援者を対象に講座を開催するなど、講師確保に
向け人材の育成を支援しました。

ブックトークの申し込みがない中学校への働き
かけ、派遣する講師の確保が課題です。
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